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佐賀市不法投棄防止対策協議会

第５回

1

日時：令和７年１０月１５日(水)
場所：清掃工場 ２階大会議室

佐賀市の不法投棄の現状と対応
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「不法投棄」＝廃棄物を適正に処理せず、捨てること。
※空き缶、ガムの包み紙、たばこの吸い殻などのポイ捨ても不法投棄。

ごみの不法投棄（ポイ捨て）とは
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第１６条（投棄禁止） 何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。

第２５条（罰則）

罰
則

５年以下の拘禁刑もしくは１０００万円以下の罰金（法人は３億円）
＊未遂行為や共犯者も罰せられます。

第１６条の２（焼却禁止） 何人も、廃棄物を焼却してはならない。
剪定した枝や葉、草も燃やすことは禁止されている。【農作物の焼却は例外規定】

厳しい罰則規定

主な不法投棄の事例
（令和６年度実績）
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事例１ 水路 西与賀高太郎（元相応）
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事例１ 水路東与賀町飯盛
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事例２ 水路 本庄町大字本庄
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事例3 道路 久保泉町大字下和泉
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事例４ 道路沿いの林 富士町大字大野
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事例５ 川沿いの道路 金立町大字薬師丸
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不法投棄されやすい場所の特徴

・人目につきにくい場所

・草が生い茂っている場所

・ごみが放置してある場所

・車が停めやすい場所

・山、河川、農地

佐賀市の不法投棄(粗大ごみ、家電)の現状 12
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ごみの不法投棄が与える影響
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不法投棄

大気、土壌、水質などの環境への悪影響

火災のリスクを高める

景観が損なわれる

海洋汚染（マイクロプラスチック）

ごみの不法投棄 理由
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不法投棄

適性に処理するのが面倒くさい、処理費が必要

物が不用となった、物が邪魔だから

処理基準（方法）を知らなかった

佐賀市の不法投棄(ポイ捨て)の現状
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佐賀駅周辺の路上喫煙禁止地区 (１８ｈａ）)

佐賀市の不法投棄(ポイ捨て)の推移
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◎たばこポイ捨て件数（令和３年度～６年度）
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不法投棄防止対策について 【巡回】

17

不法投棄防止対策について （巡回数）
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不法投棄防止対策について【看板】
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不法投棄防止対策について (警告看板)
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不法投棄の防止対策について
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監視カメラ 不法投棄の防止対策について
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監視カメラ地区別設置件数
(令和７年９月３０日現在）

【参考】令和7年3月31日現在のカメラ総数
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監視カメラ設置（地区別）

不法投棄防止対策 (市報掲載)
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不法投棄の防止対策について (市ＨＰ)
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不法投棄防止対策について（啓発チラシ）
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不法投棄防止対策について
（ボランティア清掃活動募集）
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